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原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及び原

子炉の規制に関する法律等の一部を改正する法律附則第５条第４項で準用する

同法附則第４条第１項に基づき，下記のとおり届出いたします。 

 

記 

 

一 氏名又は名称及び住所並びに代表者の氏名 

氏名又は名称  東北電力株式会社 

住    所  仙台市青葉区本町一丁目７番１号 

代表者の氏名  取締役社長 社長執行役員 樋 口 康 二 郎 

 

二 届出に係る工場又は事業所の名称及び所在地 

名    称  女川原子力発電所 

所  在  地  宮城県牡鹿郡女川町及び石巻市 



三 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第43条の３の５第

２項第11号に掲げる事項 

別紙のとおり。 

 

 

以 上 
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別 紙  

十 一  発 電 用 原 子 炉 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管 理

に 必 要 な 体 制 の 整 備 に 関 す る 事 項  

 

発 電 用 原 子 炉 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管 理  

に 必 要 な 体 制 の 整 備 に 関 す る 事 項 を 以 下 の と お り と す る 。  

 

1 .  目 的  

発 電 用 原 子 炉 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管 理

に 必 要 な 体 制 の 整 備 に 関 す る 事 項（ 以 下「 品 質 管 理 に 関 す

る 事 項 」と い う 。）は ，発 電 所 の 安 全 を 達 成・維 持・向 上 さ

せ る た め ，「 原 子 力 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管

理 に 必 要 な 体 制 の 基 準 に 関 す る 規 則 」（ 以 下 「 品 管 規 則 」

と い う 。） に 基 づ く 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 確 立 し ，

実 施 し ，評 価 確 認 し ，継 続 的 に 改 善 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

2 .  適 用 範 囲  

品 質 管 理 に 関 す る 事 項 は ，女 川 原 子 力 発 電 所 の 保 安 活 動

に 適 用 す る 。  

 

3 .  定 義  

品 質 管 理 に 関 す る 事 項 に お け る 用 語 の 定 義 は ，次 に 掲 げ

る も の の ほ か 品 管 規 則 に 従 う 。  

( 1 )  原 子 炉 施 設  

核 原 料 物 質 ，核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法
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律 第 4 3 条 の 3 の 5 第 2 項 第 5 号 に 規 定 す る 発 電 用 原 子

炉 施 設 を い う 。  

( 2 )  組 織  

当 社 の 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 基 づ き ，原 子 炉 施

設 を 運 営 管 理 （ 運 転 開 始 前 の 管 理 を 含 む 。） す る 各 部 門

の 総 称 を い う 。  

 

4 .  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム  

4 . 1  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 係 る 要 求 事 項  

( 1 )  組 織 は ，品 質 管 理 に 関 す る 事 項 に し た が っ て ，品 質 マ

ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 確 立 し ， 実 施 す る と と も に ， そ の

実 効 性 を 維 持 す る た め ， そ の 改 善 を 継 続 的 に 行 う 。  

( 2 )  組 織 は ，保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て 品 質 マ ネ ジ メ ン ト

シ ス テ ム を 確 立 し ， 運 用 す る 。 こ の 場 合 ， 次 に 掲 げ る 事

項 を 適 切 に 考 慮 す る 。  

ａ ．原 子 炉 施 設 ，組 織 ，又 は 個 別 業 務 の 重 要 度 及 び こ れ

ら の 複 雑 さ の 程 度  

ｂ ．原 子 炉 施 設 若 し く は 機 器 等 の 品 質 又 は 保 安 活 動 に 関

連 す る 原 子 力 の 安 全 に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ の あ る も

の 及 び こ れ ら に 関 連 す る 潜 在 的 影 響 の 大 き さ  

ｃ ．機 器 等 の 故 障 若 し く は 通 常 想 定 さ れ な い 事 象 の 発 生

又 は 保 安 活 動 が 不 適 切 に 計 画 さ れ ，若 し く は 実 行 さ れ

た こ と に よ り 起 こ り 得 る 影 響  

( 3 )  組 織 は ，原 子 炉 施 設 に 適 用 さ れ る 関 係 法 令（ 以 下「 関

係 法 令 」と い う 。）を 明 確 に 認 識 し ，品 管 規 則 に 規 定 す る
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文 書 そ の 他 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 必 要 な 文 書 （ 記

録 を 除 く 。以 下「 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 」と い う 。）に 明

記 す る 。  

( 4 )  組 織 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 必 要 な プ ロ セ ス

を 明 確 に す る と と も に ， そ の プ ロ セ ス を 組 織 に 適 用 す る

こ と を 決 定 し ， 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う 。  

ａ ．プ ロ セ ス の 運 用 に 必 要 な 情 報 及 び 当 該 プ ロ セ ス の 運

用 に よ り 達 成 さ れ る 結 果 を 文 書 で 明 確 に す る 。  

ｂ ． プ ロ セ ス の 順 序 及 び 相 互 の 関 係 を 明 確 に す る 。  

ｃ ．プ ロ セ ス の 運 用 及 び 管 理 の 実 効 性 の 確 保 に 必 要 な 組

織 の 保 安 活 動 の 状 況 を 示 す 指 標（ 以 下「 保 安 活 動 指 標 」

と い う 。） 並 び に 当 該 指 標 に 係 る 判 定 基 準 を 明 確 に 定

め る 。  

ｄ ．プ ロ セ ス の 運 用 並 び に 監 視 及 び 測 定（ 以 下「 監 視 測

定 」 と い う 。） に 必 要 な 資 源 及 び 情 報 が 利 用 で き る 体

制 を 確 保 す る （ 責 任 及 び 権 限 の 明 確 化 を 含 む 。）。  

ｅ ．プ ロ セ ス の 運 用 状 況 を 監 視 測 定 し 分 析 す る 。た だ し ，

監 視 測 定 す る こ と が 困 難 で あ る 場 合 は ，こ の 限 り で な

い 。  

ｆ ．プ ロ セ ス に つ い て ，意 図 し た 結 果 を 得 ，及 び 実 効 性

を 維 持 す る た め の 措 置 を 講 ず る 。  

ｇ ．プ ロ セ ス 及 び 組 織 の 体 制 を 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ

ム と 整 合 的 な も の と す る 。  

ｈ ．原 子 力 の 安 全 と そ れ 以 外 の 事 項 に お い て 意 思 決 定 の

際 に 対 立 が 生 じ た 場 合 に は ，原 子 力 の 安 全 が 確 保 さ れ
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る よ う に す る 。  

( 5 )  組 織 は ， 健 全 な 安 全 文 化 を 育 成 し ， 及 び 維 持 す る 。  

( 6 )  組 織 は ，機 器 等 又 は 個 別 業 務 に 係 る 要 求 事 項（ 関 係 法

令 を 含 む 。以 下「 個 別 業 務 等 要 求 事 項 」と い う 。）へ の 適

合 に 影 響 を 及 ぼ す プ ロ セ ス を 外 部 委 託 す る こ と と し た と

き は ， 当 該 プ ロ セ ス が 管 理 さ れ て い る よ う に す る 。  

( 7 )  組 織 は ，保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て ，資 源 の 適 切 な 配

分 を 行 う 。  

 

4 . 2  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 文 書 化  

4 . 2 . 1  一 般  

組 織 は ，保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て 次 に 掲 げ る 文 書 を 作

成 し ， 当 該 文 書 に 規 定 す る 事 項 を 実 施 す る 。  

( 1 )  品 質 方 針 及 び 品 質 目 標  

( 2 )  品 質 マ ニ ュ ア ル  

( 3 )  実 効 性 の あ る プ ロ セ ス の 計 画 的 な 実 施 及 び 管 理 が な

さ れ る よ う に す る た め に ， 組 織 が 必 要 と 決 定 し た 文 書  

( 4 )  品 管 規 則 の 要 求 事 項 に 基 づ き 作 成 す る 手 順 書 ，指 示 書 ，

図 面 等 （ 以 下 「 手 順 書 等 」 と い う 。）  

 

4 . 2 . 2  品 質 マ ニ ュ ア ル  

組 織 は ， 品 質 マ ニ ュ ア ル に 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る 。  

( 1 )  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 運 用 に 係 る 組 織 に 関 す

る 事 項  

( 2 )  保 安 活 動 の 計 画 ， 実 施 ， 評 価 及 び 改 善 に 関 す る 事 項  
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( 3 )  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 適 用 範 囲  

( 4 )  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の た め に 作 成 し た 手 順 書

等 の 参 照 情 報  

( 5 )  プ ロ セ ス の 相 互 の 関 係  

 

4 . 2 . 3  文 書 の 管 理  

( 1 )  組 織 は ， 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 を 管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，要 員 が 判 断 及 び 決 定 を す る に 当 た り ，適 切 な

品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 を 利 用 で き る よ う ， 品 質 マ ネ ジ メ

ン ト 文 書 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め た 手 順 書 等 を 作

成 す る 。  

ａ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 を 発 行 す る に 当 た り ，そ の 妥

当 性 を 審 査 し ， 発 行 を 承 認 す る こ と 。  

ｂ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 の 改 訂 の 必 要 性 に つ い て 評 価

す る と と も に ， 改 訂 に 当 た り ， そ の 妥 当 性 を 審 査 し ，

改 訂 を 承 認 す る こ と 。  

ｃ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 の 審 査 及 び 評 価 に は ，そ の 対

象 と な る 文 書 に 定 め ら れ た 活 動 を 実 施 す る 部 門 の 要

員 を 参 画 さ せ る こ と 。  

ｄ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 の 改 訂 内 容 及 び 最 新 の 改 訂 状

況 を 識 別 で き る よ う に す る こ と 。  

ｅ ．改 訂 の あ っ た 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 を 利 用 す る 場 合

に お い て は ，当 該 文 書 の 適 切 な 制 定 版 又 は 改 訂 版 が 利

用 し や す い 体 制 を 確 保 す る こ と 。  

ｆ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 を ，読 み や す く 容 易 に 内 容 を
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把 握 す る こ と が で き る よ う に す る こ と 。  

ｇ ．組 織 の 外 部 で 作 成 さ れ た 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 を 識

別 し ， そ の 配 付 を 管 理 す る こ と 。  

ｈ ．廃 止 し た 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 文 書 が 使 用 さ れ る こ と を

防 止 す る こ と 。こ の 場 合 に お い て ，当 該 文 書 を 保 持 す

る と き は ，そ の 目 的 に か か わ ら ず ，こ れ を 識 別 し ，管

理 す る こ と 。  

 

4 . 2 . 4  記 録 の 管 理  

( 1 )  組 織 は ，品 管 規 則 に 規 定 す る 個 別 業 務 等 要 求 事 項 へ の

適 合 及 び 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 実 効 性 を 実 証 す る

記 録 を 明 確 に す る と と も に ， 当 該 記 録 を ， 読 み や す く 容

易 に 内 容 を 把 握 す る こ と が で き ， か つ ， 検 索 す る こ と が

で き る よ う に 作 成 し ， 保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て こ れ を

管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )の 記 録 の 識 別 ， 保 存 ， 保 護 ， 検 索 及 び 廃

棄 に 関 し ， 所 要 の 管 理 の 方 法 を 定 め た 手 順 書 等 を 作 成 す

る ｡  

 

5 .  経 営 責 任 者 等 の 責 任  

5 . 1  経 営 責 任 者 の 原 子 力 の 安 全 の た め の リ ー ダ ー シ ッ プ  

社 長 は ，原 子 力 の 安 全 の た め の リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し ，

責 任 を 持 っ て 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 確 立 さ せ ，実 施

さ せ る と と も に ，そ の 実 効 性 を 維 持 し て い る こ と を ，次 に

掲 げ る 業 務 を 行 う こ と に よ っ て 実 証 す る 。  
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( 1 )  品 質 方 針 を 定 め る こ と 。  

( 2 )  品 質 目 標 が 定 め ら れ て い る よ う に す る こ と 。  

( 3 )  要 員 が ，健 全 な 安 全 文 化 を 育 成 し ，及 び 維 持 す る こ と

に 貢 献 で き る よ う に す る こ と 。  

( 4 )  5 . 6 . 1 に 規 定 す る マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー を 実 施 す る

こ と 。  

( 5 )  資 源 が 利 用 で き る 体 制 を 確 保 す る こ と 。  

( 6 )  関 係 法 令 を 遵 守 す る こ と そ の 他 原 子 力 の 安 全 を 確 保

す る こ と の 重 要 性 を 要 員 に 周 知 す る こ と 。  

( 7 )  保 安 活 動 に 関 す る 担 当 業 務 を 理 解 し ，遂 行 す る 責 任 を

有 す る こ と を ， 要 員 に 認 識 さ せ る こ と 。  

( 8 )  す べ て の 階 層 で 行 わ れ る 決 定 が ，原 子 力 の 安 全 の 確 保

に つ い て ， そ の 優 先 順 位 及 び 説 明 す る 責 任 を 考 慮 し て 確

実 に 行 わ れ る よ う に す る こ と 。  

 

5 . 2  原 子 力 の 安 全 の 確 保 の 重 視  

社 長 は ，組 織 の 意 思 決 定 に 当 た り ，機 器 等 及 び 個 別 業 務

が 個 別 業 務 等 要 求 事 項 に 適 合 し ，か つ ，原 子 力 の 安 全 が そ

れ 以 外 の 事 由 に よ り 損 な わ れ な い よ う に す る 。  

 

5 . 3  品 質 方 針  

社 長 は ， 品 質 方 針 が 次 に 掲 げ る 事 項 に 適 合 し て い る よ う

に す る 。  

( 1 )  組 織 の 目 的 及 び 状 況 に 対 し て 適 切 な も の で あ る こ と 。 

( 2 )  要 求 事 項 へ の 適 合 及 び 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の
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実 効 性 の 維 持 に 社 長 が 責 任 を 持 っ て 関 与 す る こ と 。  

( 3 )  品 質 目 標 を 定 め ，評 価 す る に 当 た っ て の 枠 組 み と な る

も の で あ る こ と 。  

( 4 )  要 員 に 周 知 さ れ ， 理 解 さ れ て い る こ と 。  

( 5 )  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 継 続 的 な 改 善 に 社 長 が

責 任 を 持 っ て 関 与 す る こ と 。  

 

5 . 4  計 画  

5 . 4 . 1  品 質 目 標  

( 1 )  社 長 は ，部 門 に お い て ，品 質 目 標（ 個 別 業 務 等 要 求 事

項 へ の 適 合 の た め に 必 要 な 目 標 を 含 む 。）が 定 め ら れ て い

る よ う に す る 。  

( 2 )  社 長 は ，品 質 目 標 が ，そ の 達 成 状 況 を 評 価 し 得 る も の

で あ っ て ， か つ ， 品 質 方 針 と 整 合 的 な も の と な る よ う に

す る 。  

 

5 . 4 . 2  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 計 画  

( 1 )  社 長 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム が 4 . 1 の 規 定 に 適

合 す る よ う ， そ の 実 施 に 当 た っ て の 計 画 が 策 定 さ れ て い

る よ う に す る 。  

( 2 )  社 長 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 変 更 が 計 画 さ れ ，

そ れ が 実 施 さ れ る 場 合 に お い て は ， 当 該 品 質 マ ネ ジ メ ン

ト シ ス テ ム が 不 備 の な い 状 態 に 維 持 さ れ て い る よ う に す

る 。 こ の 場 合 に お い て ， 保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て ， 次

に 掲 げ る 事 項 を 適 切 に 考 慮 す る 。  
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ａ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 変 更 の 目 的 及 び 当 該 変

更 に よ り 起 こ り 得 る 結 果  

ｂ ． 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 実 効 性 の 維 持  

ｃ ． 資 源 の 利 用 可 能 性  

ｄ ． 責 任 及 び 権 限 の 割 当 て  

 

5 . 5  責 任 ， 権 限 及 び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

5 . 5 . 1  責 任 及 び 権 限  

社 長 は ，部 門 及 び 要 員 の 責 任 及 び 権 限 並 び に 部 門 相 互 間

の 業 務 の 手 順 を 定 め さ せ ，関 係 す る 要 員 が 責 任 を 持 っ て 業

務 を 遂 行 で き る よ う に す る 。  

 

5 . 5 . 2  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 管 理 責 任 者  

( 1 )  社 長 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 管 理 す る 責 任 者

に ， 次 に 掲 げ る 業 務 に 係 る 責 任 及 び 権 限 を 与 え る 。  

ａ ．プ ロ セ ス が 確 立 さ れ ，実 施 さ れ る と と も に ，そ の 実

効 性 が 維 持 さ れ て い る よ う に す る こ と 。  

ｂ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 運 用 状 況 及 び そ の 改 善

の 必 要 性 に つ い て ， 社 長 に 報 告 す る こ と 。  

ｃ ．健 全 な 安 全 文 化 を 育 成 し ，及 び 維 持 す る こ と に よ り ，

原 子 力 の 安 全 の 確 保 に つ い て の 認 識 が 向 上 す る よ う

に す る こ と 。  

ｄ ． 関 係 法 令 を 遵 守 す る こ と 。  
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5 . 5 . 3  管 理 者  

( 1 )  社 長 は ，次 に 掲 げ る 業 務 を 管 理 監 督 す る 地 位 に あ る 者

（ 以 下「 管 理 者 」と い う 。）に ，当 該 管 理 者 が 管 理 監 督 す

る 業 務 に 係 る 責 任 及 び 権 限 を 与 え る 。  

ａ ．個 別 業 務 の プ ロ セ ス が 確 立 さ れ ，実 施 さ れ る と と も

に ， そ の 実 効 性 が 維 持 さ れ て い る よ う に す る こ と 。  

ｂ ．要 員 の 個 別 業 務 等 要 求 事 項 に つ い て の 認 識 が 向 上 す

る よ う に す る こ と 。  

ｃ ． 個 別 業 務 の 実 施 状 況 に 関 す る 評 価 を 行 う こ と 。  

ｄ ． 健 全 な 安 全 文 化 を 育 成 し ， 及 び 維 持 す る こ と 。  

ｅ ． 関 係 法 令 を 遵 守 す る こ と 。  

( 2 )  管 理 者 は ， ( 1 )の 責 任 及 び 権 限 の 範 囲 に お い て ， 原 子

力 の 安 全 の た め の リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し ， 次 に 掲 げ る

事 項 を 確 実 に 実 施 す る 。  

ａ ．品 質 目 標 を 設 定 し ，そ の 目 標 の 達 成 状 況 を 確 認 す る

た め ， 業 務 の 実 施 状 況 を 監 視 測 定 す る こ と 。  

ｂ ．要 員 が ，原 子 力 の 安 全 に 対 す る 意 識 を 向 上 し ，か つ ，

原 子 力 の 安 全 へ の 取 組 を 積 極 的 に 行 え る よ う に す る

こ と 。  

ｃ ．原 子 力 の 安 全 に 係 る 意 思 決 定 の 理 由 及 び そ の 内 容 を ，

関 係 す る 要 員 に 確 実 に 伝 達 す る こ と 。  

ｄ ．常 に 問 い か け る 姿 勢 及 び 学 習 す る 姿 勢 を 要 員 に 定 着

さ せ る と と も に ，要 員 が ，積 極 的 に 原 子 炉 施 設 の 保 安

に 関 す る 問 題 の 報 告 を 行 え る よ う に す る こ と 。  

ｅ ．要 員 が ，積 極 的 に 業 務 の 改 善 に 対 す る 貢 献 を 行 え る
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よ う に す る こ と 。  

( 3 )  管 理 者 は ，管 理 監 督 す る 業 務 に 関 す る 自 己 評 価 を ，あ

ら か じ め 定 め ら れ た 間 隔 で 行 う 。  

 

5 . 5 . 4  組 織 の 内 部 の 情 報 の 伝 達  

( 1 )  社 長 は ，組 織 の 内 部 の 情 報 が 適 切 に 伝 達 さ れ る 仕 組 み

が 確 立 さ れ て い る よ う に す る と と も に ， 品 質 マ ネ ジ メ ン

ト シ ス テ ム の 実 効 性 に 関 す る 情 報 が 確 実 に 伝 達 さ れ る よ

う に す る 。  

 

5 . 6  マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー  

5 . 6 . 1  一 般  

( 1 )  社 長 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 実 効 性 を 評 価 す

る と と も に ， 改 善 の 機 会 を 得 て ， 保 安 活 動 の 改 善 に 必 要

な 措 置 を 講 ず る た め ， 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 評 価

（ 以 下「 マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー 」と い う 。）を ，あ ら か じ

め 定 め ら れ た 間 隔 で 行 う 。  

 

5 . 6 . 2  マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー に 用 い る 情 報  

組 織 は ，マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー に お い て ，少 な く と も 次

に 掲 げ る 情 報 を 報 告 す る 。  

( 1 )  内 部 監 査 の 結 果  

( 2 )  組 織 の 外 部 の 者 の 意 見  

( 3 )  プ ロ セ ス の 運 用 状 況  

( 4 )  使 用 前 事 業 者 検 査 及 び 定 期 事 業 者 検 査（ 以 下「 使 用 前
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事 業 者 検 査 等 」 と い う 。） 並 び に 自 主 検 査 等 の 結 果  

( 5 )  品 質 目 標 の 達 成 状 況  

( 6 )  健 全 な 安 全 文 化 の 育 成 及 び 維 持 の 状 況  

( 7 )  関 係 法 令 の 遵 守 状 況  

( 8 )  不 適 合 並 び に 是 正 処 置 及 び 未 然 防 止 処 置 の 状 況  

( 9 )  従 前 の マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー の 結 果 を 受 け て 講 じ た

措 置  

( 1 0 )  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ の

あ る 変 更  

( 1 1 )  部 門 又 は 要 員 か ら の 改 善 の た め の 提 案  

( 1 2 )  資 源 の 妥 当 性  

( 1 3 )  保 安 活 動 の 改 善 の た め に 講 じ た 措 置 の 実 効 性  

 

5 . 6 . 3  マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー の 結 果 を 受 け て 行 う 措 置  

( 1 )  組 織 は ，マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー の 結 果 を 受 け て ，少 な

く と も 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 決 定 す る 。  

ａ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 及 び プ ロ セ ス の 実 効 性 の

維 持 に 必 要 な 改 善  

ｂ ．個 別 業 務 に 関 す る 計 画 及 び 個 別 業 務 の 実 施 に 関 連 す

る 保 安 活 動 の 改 善  

ｃ ．品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 実 効 性 の 維 持 及 び 継 続

的 な 改 善 の た め に 必 要 な 資 源  

ｄ ． 健 全 な 安 全 文 化 の 育 成 及 び 維 持 に 関 す る 改 善  

ｅ ． 関 係 法 令 の 遵 守 に 関 す る 改 善  

( 2 )  組 織 は ，マ ネ ジ メ ン ト レ ビ ュ ー の 結 果 の 記 録 を 作 成 し ，
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こ れ を 管 理 す る 。  

( 3 )  組 織 は ， ( 1 )の 決 定 を し た 事 項 に つ い て ， 必 要 な 措 置

を 講 じ る 。  

 

6 .  資 源 の 管 理  

6 . 1  資 源 の 確 保  

組 織 は ，原 子 力 の 安 全 を 確 実 な も の に す る た め に 必 要 な

次 に 掲 げ る 資 源 を 明 確 に 定 め ，こ れ を 確 保 し ，及 び 管 理 す

る 。  

( 1 )  要 員  

( 2 )  個 別 業 務 に 必 要 な 施 設 ， 設 備 及 び サ ー ビ ス の 体 系  

( 3 )  作 業 環 境  

( 4 )  そ の 他 必 要 な 資 源  

 

6 . 2  要 員 の 力 量 の 確 保 及 び 教 育 訓 練  

( 1 )  組 織 は ，個 別 業 務 の 実 施 に 必 要 な 技 能 及 び 経 験 を 有 し ，

意 図 し た 結 果 を 達 成 す る た め に 必 要 な 知 識 及 び 技 能 並 び

に そ れ を 適 用 す る 能 力（ 以 下「 力 量 」と い う 。）が 実 証 さ

れ た 者 を 要 員 に 充 て る 。  

( 2 )  組 織 は ，要 員 の 力 量 を 確 保 す る た め に ，保 安 活 動 の 重

要 度 に 応 じ て ， 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う 。  

ａ ．要 員 に ど の よ う な 力 量 が 必 要 か を 明 確 に 定 め る こ と 。 

ｂ ．要 員 の 力 量 を 確 保 す る た め に 教 育 訓 練 そ の 他 の 措 置

を 講 ず る こ と 。  

ｃ ． 教 育 訓 練 そ の 他 の 措 置 の 実 効 性 を 評 価 す る こ と 。  
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ｄ ．要 員 が 自 ら の 個 別 業 務 に つ い て ，次 に 掲 げ る 事 項 を

認 識 し て い る よ う に す る こ と 。  

( a )  品 質 目 標 の 達 成 に 向 け た 自 ら の 貢 献  

( b )  品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 実 効 性 を 維 持 す る

た め の 自 ら の 貢 献  

( c )  原 子 力 の 安 全 に 対 す る 当 該 個 別 業 務 の 重 要 性  

ｅ ．要 員 の 力 量 及 び 教 育 訓 練 そ の 他 の 措 置 に 係 る 記 録 を

作 成 し ， こ れ を 管 理 す る こ と 。  

 

7 .  個 別 業 務 に 関 す る 計 画 の 策 定 及 び 個 別 業 務 の 実 施  

7 . 1  個 別 業 務 に 必 要 な プ ロ セ ス の 計 画  

( 1 )  組 織 は ，個 別 業 務 に 必 要 な プ ロ セ ス に つ い て ，計 画 を

策 定 す る と と も に ， そ の プ ロ セ ス を 確 立 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )の 計 画 と 当 該 個 別 業 務 以 外 の プ ロ セ ス に

係 る 個 別 業 務 等 要 求 事 項 と の 整 合 性 を 確 保 す る 。  

( 3 )  組 織 は ，個 別 業 務 に 関 す る 計 画（ 以 下「 個 別 業 務 計 画 」

と い う 。）の 策 定 又 は 変 更 を 行 う に 当 た り ，次 に 掲 げ る 事

項 を 明 確 に す る 。  

ａ ．個 別 業 務 計 画 の 策 定 又 は 変 更 の 目 的 及 び 当 該 計 画 の

策 定 又 は 変 更 に よ り 起 こ り 得 る 結 果  

ｂ ．機 器 等 又 は 個 別 業 務 に 係 る 品 質 目 標 及 び 個 別 業 務 等

要 求 事 項  

ｃ ．機 器 等 又 は 個 別 業 務 に 固 有 の プ ロ セ ス ，品 質 マ ネ ジ

メ ン ト 文 書 及 び 資 源  

ｄ ．使 用 前 事 業 者 検 査 等 ，検 証 ，妥 当 性 確 認 及 び 監 視 測
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定 並 び に こ れ ら の 個 別 業 務 等 要 求 事 項 へ の 適 合 性 を

判 定 す る た め の 基 準（ 以 下「 合 否 判 定 基 準 」と い う 。）  

ｅ ．個 別 業 務 に 必 要 な プ ロ セ ス 及 び 当 該 プ ロ セ ス を 実 施

し た 結 果 が 個 別 業 務 等 要 求 事 項 に 適 合 す る こ と を 実

証 す る た め に 必 要 な 記 録  

( 4 )  組 織 は ，策 定 し た 個 別 業 務 計 画 を ，そ の 個 別 業 務 の 作

業 方 法 に 適 し た も の と す る 。  

 

7 . 2  個 別 業 務 等 要 求 事 項 に 関 す る プ ロ セ ス  

7 . 2 . 1  個 別 業 務 等 要 求 事 項 と し て 明 確 に す べ き 事 項  

組 織 は ，次 に 掲 げ る 事 項 を 個 別 業 務 等 要 求 事 項 と し て 明

確 に 定 め る 。  

ａ ．組 織 の 外 部 の 者 が 明 示 し て は い な い も の の ，機 器 等

又 は 個 別 業 務 に 必 要 な 要 求 事 項  

ｂ ． 関 係 法 令  

ｃ ． a . b .に 掲 げ る も の の ほ か ，組 織 が 必 要 と す る 要 求 事

項  

 

7 . 2 . 2  個 別 業 務 等 要 求 事 項 の 審 査  

( 1 )  組 織 は ， 機 器 等 の 使 用 又 は 個 別 業 務 の 実 施 に 当 た り ，

あ ら か じ め ， 個 別 業 務 等 要 求 事 項 の 審 査 を 実 施 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，個 別 業 務 等 要 求 事 項 の 審 査 を 実 施 す る に 当 た

り ， 次 に 掲 げ る 事 項 を 確 認 す る 。  

ａ ． 当 該 個 別 業 務 等 要 求 事 項 が 定 め ら れ て い る こ と 。  

ｂ ．当 該 個 別 業 務 等 要 求 事 項 が ，あ ら か じ め 定 め ら れ た
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個 別 業 務 等 要 求 事 項 と 相 違 す る 場 合 に お い て は ，そ の

相 違 点 が 解 明 さ れ て い る こ と 。  

ｃ ．組 織 が ，あ ら か じ め 定 め ら れ た 個 別 業 務 等 要 求 事 項

に 適 合 す る た め の 能 力 を 有 し て い る こ と 。  

( 3 )  組 織 は ， ( 1 )の 審 査 の 結 果 の 記 録 及 び 当 該 審 査 の 結 果

に 基 づ き 講 じ た 措 置 に 係 る 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す

る 。  

( 4 )  組 織 は ，個 別 業 務 等 要 求 事 項 が 変 更 さ れ た 場 合 に お い

て は ， 関 連 す る 文 書 が 改 訂 さ れ る よ う に す る と と も に ，

関 連 す る 要 員 に 対 し 変 更 後 の 個 別 業 務 等 要 求 事 項 が 周 知

さ れ る よ う に す る 。  

 

7 . 2 . 3  組 織 の 外 部 の 者 と の 情 報 の 伝 達 等  

組 織 は ，組 織 の 外 部 の 者 か ら の 情 報 の 収 集 及 び 組 織 の 外

部 の 者 へ の 情 報 の 伝 達 の た め に ，実 効 性 の あ る 方 法 を 明 確

に 定 め ， こ れ を 実 施 す る 。  

 

7 . 3  設 計 開 発  

7 . 3 . 1  設 計 開 発 計 画  

( 1 )  組 織 は ，設 計 開 発（ 専 ら 原 子 炉 施 設 に お い て 用 い る た

め の 設 計 開 発 に 限 る 。）の 計 画（ 以 下「 設 計 開 発 計 画 」と

い う 。） を 策 定 す る と と も に ， 設 計 開 発 を 管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，設 計 開 発 計 画 の 策 定 に お い て ，次 に 掲 げ る 事

項 を 明 確 に す る 。  

ａ ． 設 計 開 発 の 性 質 ， 期 間 及 び 複 雑 さ の 程 度  
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ｂ ．設 計 開 発 の 各 段 階 に お け る 適 切 な 審 査 ，検 証 及 び 妥

当 性 確 認 の 方 法 並 び に 管 理 体 制  

ｃ ． 設 計 開 発 に 係 る 部 門 及 び 要 員 の 責 任 及 び 権 限  

ｄ ． 設 計 開 発 に 必 要 な 組 織 の 内 部 及 び 外 部 の 資 源  

( 3 )  組 織 は ，実 効 性 の あ る 情 報 の 伝 達 並 び に 責 任 及 び 権 限

の 明 確 な 割 当 て が な さ れ る よ う に す る た め に ， 設 計 開 発

に 関 与 す る 各 者 間 の 連 絡 を 管 理 す る 。  

( 4 )  組 織 は ， ( 1 )に よ り 策 定 さ れ た 設 計 開 発 計 画 を ， 設 計

開 発 の 進 行 に 応 じ て 適 切 に 変 更 す る 。  

 

7 . 3 . 2  設 計 開 発 に 用 い る 情 報  

( 1 )  組 織 は ，個 別 業 務 等 要 求 事 項 と し て 設 計 開 発 に 用 い る

情 報 で あ っ て ，次 に 掲 げ る も の を 明 確 に 定 め る と と も に ，

当 該 情 報 に 係 る 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

ａ ． 機 能 及 び 性 能 に 係 る 要 求 事 項  

ｂ ．従 前 の 類 似 し た 設 計 開 発 か ら 得 ら れ た 情 報 で あ っ て ，

当 該 設 計 開 発 に 用 い る 情 報 と し て 適 用 可 能 な も の  

ｃ ． 関 係 法 令  

ｄ ． そ の 他 設 計 開 発 に 必 要 な 要 求 事 項  

( 2 )  組 織 は ，設 計 開 発 に 用 い る 情 報 に つ い て ，そ の 妥 当 性

を 評 価 し ， 承 認 す る 。  

 

7 . 3 . 3  設 計 開 発 の 結 果 に 係 る 情 報  

( 1 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 結 果 に 係 る 情 報 を ，設 計 開 発 に 用

い た 情 報 と 対 比 し て 検 証 す る こ と が で き る 形 式 に よ り 管
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理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 次 の 段 階 の プ ロ セ ス に 進 む に 当 た

り ， あ ら か じ め ， 当 該 設 計 開 発 の 結 果 に 係 る 情 報 を 承 認

す る 。  

( 3 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 結 果 に 係 る 情 報 を ，次 に 掲 げ る 事

項 に 適 合 す る も の と す る 。  

ａ ．設 計 開 発 に 係 る 個 別 業 務 等 要 求 事 項 に 適 合 す る も の

で あ る こ と 。  

ｂ ．調 達 ，機 器 等 の 使 用 及 び 個 別 業 務 の 実 施 の た め に 適

切 な 情 報 を 提 供 す る も の で あ る こ と 。  

ｃ ． 合 否 判 定 基 準 を 含 む も の で あ る こ と 。  

ｄ ．機 器 等 を 安 全 か つ 適 正 に 使 用 す る た め に 不 可 欠 な 当

該 機 器 等 の 特 性 が 明 確 で あ る こ と 。  

 

7 . 3 . 4  設 計 開 発 レ ビ ュ ー  

( 1 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 適 切 な 段 階 に お い て ，設 計 開 発 計

画 に し た が っ て ， 次 に 掲 げ る 事 項 を 目 的 と し た 体 系 的 な

審 査 （ 以 下 「 設 計 開 発 レ ビ ュ ー 」 と い う 。） を 実 施 す る 。 

ａ ．設 計 開 発 の 結 果 の 個 別 業 務 等 要 求 事 項 へ の 適 合 性 に

つ い て 評 価 す る こ と 。  

ｂ ．設 計 開 発 に 問 題 が あ る 場 合 に お い て は ，当 該 問 題 の

内 容 を 明 確 に し ， 必 要 な 措 置 を 提 案 す る こ と 。  

( 2 )  組 織 は ，設 計 開 発 レ ビ ュ ー に ，当 該 設 計 開 発 レ ビ ュ ー

の 対 象 と な っ て い る 設 計 開 発 段 階 に 関 連 す る 部 門 の 代 表

者 及 び 当 該 設 計 開 発 に 係 る 専 門 家 を 参 加 さ せ る 。  
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( 3 )  組 織 は ，設 計 開 発 レ ビ ュ ー の 結 果 の 記 録 及 び 当 該 設 計

開 発 レ ビ ュ ー の 結 果 に 基 づ き 講 じ た 措 置 に 係 る 記 録 を 作

成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

 

7 . 3 . 5  設 計 開 発 の 検 証  

( 1 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 結 果 が 個 別 業 務 等 要 求 事 項 に 適 合

し て い る 状 態 を 確 保 す る た め に ， 設 計 開 発 計 画 に し た が

っ て 検 証 を 実 施 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 検 証 の 結 果 の 記 録 及 び 当 該 検 証 の

結 果 に 基 づ き 講 じ た 措 置 に 係 る 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管

理 す る 。  

( 3 )  組 織 は ，当 該 設 計 開 発 を 行 っ た 要 員 に 当 該 設 計 開 発 の

検 証 を さ せ な い 。  

 

7 . 3 . 6  設 計 開 発 の 妥 当 性 確 認  

( 1 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 結 果 の 個 別 業 務 等 要 求 事 項 へ の 適

合 性 を 確 認 す る た め に ， 設 計 開 発 計 画 に し た が っ て ， 当

該 設 計 開 発 の 妥 当 性 確 認 （ 以 下 「 設 計 開 発 妥 当 性 確 認 」

と い う 。） を 実 施 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， 機 器 等 の 使 用 又 は 個 別 業 務 の 実 施 に 当 た り ，

あ ら か じ め ， 設 計 開 発 妥 当 性 確 認 を 完 了 す る 。  

( 3 )  組 織 は ，設 計 開 発 妥 当 性 確 認 の 結 果 の 記 録 及 び 当 該 設

計 開 発 妥 当 性 確 認 の 結 果 に 基 づ き 講 じ た 措 置 に 係 る 記 録

を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  
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7 . 3 . 7  設 計 開 発 の 変 更 の 管 理  

( 1 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 変 更 を 行 っ た 場 合 に お い て は ，当

該 変 更 の 内 容 を 識 別 す る こ と が で き る よ う に す る と と も

に ， 当 該 変 更 に 係 る 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 変 更 を 行 う に 当 た り ，あ ら か じ め ，

審 査 ， 検 証 及 び 妥 当 性 確 認 を 行 い ， 変 更 を 承 認 す る 。  

( 3 )  組 織 は ，設 計 開 発 の 変 更 の 審 査 に お い て ，設 計 開 発 の

変 更 が 原 子 炉 施 設 に 及 ぼ す 影 響 の 評 価 （ 当 該 原 子 炉 施 設

を 構 成 す る 材 料 又 は 部 品 に 及 ぼ す 影 響 の 評 価 を 含 む 。）を

行 う 。  

( 4 )  組 織 は ， ( 2 )の 審 査 ， 検 証 及 び 妥 当 性 確 認 の 結 果 の 記

録 及 び そ の 結 果 に 基 づ き 講 じ た 措 置 に 係 る 記 録 を 作 成 し ，

こ れ を 管 理 す る 。  

 

7 . 4  調 達  

7 . 4 . 1  調 達 プ ロ セ ス  

( 1 )  組 織 は ， 調 達 す る 物 品 又 は 役 務 （ 以 下 「 調 達 物 品 等 」

と い う 。）が ，自 ら 規 定 す る 調 達 物 品 等 に 係 る 要 求 事 項（ 以

下「 調 達 物 品 等 要 求 事 項 」と い う 。）に 適 合 す る よ う に す

る 。  

( 2 )  組 織 は ，保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て ，調 達 物 品 等 の 供

給 者 及 び 調 達 物 品 等 に 適 用 さ れ る 管 理 の 方 法 及 び 程 度 を

定 め る 。 こ の 場 合 に お い て ， 一 般 産 業 用 工 業 品 に つ い て

は ， 調 達 物 品 等 の 供 給 者 等 か ら 必 要 な 情 報 を 入 手 し 当 該

一 般 産 業 用 工 業 品 が 調 達 物 品 等 要 求 事 項 に 適 合 し て い る



－21－ 

こ と を 確 認 で き る よ う に ，管 理 の 方 法 及 び 程 度 を 定 め る 。 

( 3 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 要 求 事 項 に し た が い ，調 達 物 品 等

を 供 給 す る 能 力 を 根 拠 と し て 調 達 物 品 等 の 供 給 者 を 評 価

し ， 選 定 す る 。  

( 4 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 の 供 給 者 の 評 価 及 び 選 定 に 係 る 判

定 基 準 を 定 め る 。  

( 5 )  組 織 は ， ( 3 )の 評 価 の 結 果 の 記 録 及 び 当 該 評 価 の 結 果

に 基 づ き 講 じ た 措 置 に 係 る 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す

る 。  

( 6 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 を 調 達 す る 場 合 に は ，個 別 業 務 計

画 に お い て ， 適 切 な 調 達 の 実 施 に 必 要 な 事 項 （ 当 該 調 達

物 品 等 の 調 達 後 に お け る こ れ ら の 維 持 又 は 運 用 に 必 要 な

技 術 情 報（ 原 子 炉 施 設 の 保 安 に 係 る も の に 限 る 。）の 取 得

及 び 当 該 情 報 を 他 の 原 子 力 事 業 者 等 と 共 有 す る た め に 必

要 な 措 置 に 関 す る 事 項 を 含 む 。） を 定 め る ｡  

 

7 . 4 . 2  調 達 物 品 等 要 求 事 項  

( 1 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 に 関 す る 情 報 に ，次 に 掲 げ る 調 達

物 品 等 要 求 事 項 の う ち ， 該 当 す る も の を 含 め る 。  

ａ ．調 達 物 品 等 の 供 給 者 の 業 務 の プ ロ セ ス 及 び 設 備 に 係

る 要 求 事 項  

ｂ ． 調 達 物 品 等 の 供 給 者 の 要 員 の 力 量 に 係 る 要 求 事 項  

ｃ ．調 達 物 品 等 の 供 給 者 の 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に

係 る 要 求 事 項  

ｄ ．調 達 物 品 等 の 不 適 合 の 報 告 及 び 処 理 に 係 る 要 求 事 項  
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ｅ ．調 達 物 品 等 の 供 給 者 が 健 全 な 安 全 文 化 を 育 成 し ，及

び 維 持 す る た め に 必 要 な 要 求 事 項  

ｆ ．一 般 産 業 用 工 業 品 を 機 器 等 に 使 用 す る に 当 た っ て の

評 価 に 必 要 な 要 求 事 項  

ｇ ． そ の 他 調 達 物 品 等 に 必 要 な 要 求 事 項  

( 2 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 要 求 事 項 と し て ，組 織 が 調 達 物 品

等 の 供 給 者 の 工 場 等 に お い て 使 用 前 事 業 者 検 査 等 そ の 他

の 個 別 業 務 を 行 う 際 の 原 子 力 規 制 委 員 会 の 職 員 に よ る 当

該 工 場 等 へ の 立 入 り に 関 す る こ と を 含 め る 。  

( 3 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 の 供 給 者 に 対 し 調 達 物 品 等 に 関 す

る 情 報 を 提 供 す る に 当 た り ， あ ら か じ め ， 当 該 調 達 物 品

等 要 求 事 項 の 妥 当 性 を 確 認 す る 。  

( 4 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 を 受 領 す る 場 合 に は ，調 達 物 品 等

の 供 給 者 に 対 し ， 調 達 物 品 等 要 求 事 項 へ の 適 合 状 況 を 記

録 し た 文 書 を 提 出 さ せ る 。  

 

7 . 4 . 3  調 達 物 品 等 の 検 証  

( 1 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 が 調 達 物 品 等 要 求 事 項 に 適 合 し て

い る よ う に す る た め に 必 要 な 検 証 の 方 法 を 定 め ， 実 施 す

る 。  

( 2 )  組 織 は ，調 達 物 品 等 の 供 給 者 の 工 場 等 に お い て 調 達 物

品 等 の 検 証 を 実 施 す る こ と と し た と き は ， 当 該 検 証 の 実

施 要 領 及 び 調 達 物 品 等 の 供 給 者 か ら の 出 荷 の 可 否 の 決 定

の 方 法 に つ い て 調 達 物 品 等 要 求 事 項 の 中 で 明 確 に 定 め る 。 
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7 . 5  個 別 業 務 の 管 理  

7 . 5 . 1  個 別 業 務 の 管 理  

組 織 は ，個 別 業 務 計 画 に 基 づ き ，個 別 業 務 を 次 に 掲 げ る

事 項（ 当 該 個 別 業 務 の 内 容 等 か ら 該 当 し な い と 認 め ら れ る

も の を 除 く 。） に 適 合 す る よ う に 実 施 す る 。  

( 1 )  原 子 炉 施 設 の 保 安 の た め に 必 要 な 情 報 が 利 用 で き る

体 制 に あ る こ と 。  

( 2 )  手 順 書 等 が 必 要 な 時 に 利 用 で き る 体 制 に あ る こ と 。  

( 3 )  当 該 個 別 業 務 に 見 合 う 設 備 を 使 用 し て い る こ と 。  

( 4 )  監 視 測 定 の た め の 設 備 が 利 用 で き る 体 制 に あ り ，か つ ，

当 該 設 備 を 使 用 し て い る こ と 。  

( 5 )  8 . 2 . 3 に 基 づ き 監 視 測 定 を 実 施 し て い る こ と 。  

( 6 )  品 質 管 理 に 関 す る 事 項 に 基 づ き ，プ ロ セ ス の 次 の 段 階

に 進 む こ と の 承 認 を 行 っ て い る こ と 。  

 

7 . 5 . 2  個 別 業 務 の 実 施 に 係 る プ ロ セ ス の 妥 当 性 確 認  

( 1 )  組 織 は ，個 別 業 務 の 実 施 に 係 る プ ロ セ ス に つ い て ，そ

れ 以 降 の 監 視 測 定 で は 当 該 プ ロ セ ス の 結 果 を 検 証 す る こ

と が で き な い 場 合 （ 個 別 業 務 が 実 施 さ れ た 後 に の み 不 適

合 そ の 他 の 事 象 が 明 確 に な る 場 合 を 含 む 。） に お い て は ，

妥 当 性 確 認 を 行 う 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )の プ ロ セ ス が 個 別 業 務 計 画 に 定 め た 結 果

を 得 る こ と が で き る こ と を ，( 1 )の 妥 当 性 確 認 に よ っ て 実

証 す る 。  

( 3 )  組 織 は ，妥 当 性 確 認 を 行 っ た 場 合 は ，そ の 結 果 の 記 録
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を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

( 4 )  組 織 は ， ( 1 )の 妥 当 性 確 認 の 対 象 と さ れ た プ ロ セ ス に

つ い て ， 次 に 掲 げ る 事 項 （ 当 該 プ ロ セ ス の 内 容 等 か ら 該

当 し な い と 認 め ら れ る も の を 除 く 。） を 明 確 に す る 。  

ａ ． 当 該 プ ロ セ ス の 審 査 及 び 承 認 の た め の 判 定 基 準  

ｂ ． 妥 当 性 確 認 に 用 い る 設 備 の 承 認 及 び 要 員 の 力 量 を

確 認 す る 方 法  

ｃ ． 妥 当 性 確 認 の 方 法  

 

7 . 5 . 3  識 別 管 理 及 び ト レ ー サ ビ リ テ ィ の 確 保  

( 1 )  組 織 は ，個 別 業 務 計 画 及 び 個 別 業 務 の 実 施 に 係 る す べ

て の プ ロ セ ス に お い て ， 適 切 な 手 段 に よ り ， 機 器 等 及 び

個 別 業 務 の 状 態 を 識 別 し ， 管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，ト レ ー サ ビ リ テ ィ（ 機 器 等 の 使 用 又 は 個 別 業

務 の 実 施 に 係 る 履 歴 ， 適 用 又 は 所 在 を 追 跡 で き る 状 態 を

い う 。）の 確 保 が 個 別 業 務 等 要 求 事 項 で あ る 場 合 に お い て

は ， 機 器 等 又 は 個 別 業 務 を 識 別 し ， こ れ を 記 録 す る と と

も に ， 当 該 記 録 を 管 理 す る 。  

 

7 . 5 . 4  組 織 の 外 部 の 者 の 物 品  

組 織 は ，組 織 の 外 部 の 者 の 物 品 を 所 持 し て い る 場 合 に お

い て は ， 必 要 に 応 じ ， 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

 

7 . 5 . 5  調 達 物 品 の 管 理  

( 1 )  組 織 は ，調 達 し た 物 品 が 使 用 さ れ る ま で の 間 ，当 該 物
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品 を 調 達 物 品 等 要 求 事 項 に 適 合 す る よ う に 管 理 （ 識 別 表

示 ， 取 扱 い ， 包 装 ， 保 管 及 び 保 護 を 含 む 。） す る 。  

 

7 . 6  監 視 測 定 の た め の 設 備 の 管 理  

( 1 )  組 織 は ，機 器 等 又 は 個 別 業 務 の 個 別 業 務 等 要 求 事 項 へ

の 適 合 性 の 実 証 に 必 要 な 監 視 測 定 及 び 当 該 監 視 測 定 の た

め の 設 備 を 明 確 に 定 め る 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )の 監 視 測 定 に つ い て ， 実 施 可 能 で あ り ，

か つ ， 当 該 監 視 測 定 に 係 る 要 求 事 項 と 整 合 性 の と れ た 方

法 で 実 施 す る 。  

( 3 )  組 織 は ， 監 視 測 定 の 結 果 の 妥 当 性 を 確 保 す る た め に ，

監 視 測 定 の た め に 必 要 な 設 備 を ， 次 に 掲 げ る 事 項 に 適 合

す る も の と す る 。  

ａ ． あ ら か じ め 定 め ら れ た 間 隔 で ， 又 は 使 用 の 前 に ，

計 量 の 標 準 ま で 追 跡 す る こ と が 可 能 な 方 法 （ 当 該 計

量 の 標 準 が 存 在 し な い 場 合 に あ っ て は ， 校 正 又 は 検

証 の 根 拠 に つ い て 記 録 す る 方 法 ） に よ り 校 正 又 は 検

証 が な さ れ て い る こ と 。  

ｂ ． 校 正 の 状 態 が 明 確 に な る よ う ， 識 別 さ れ て い る こ

と 。  

ｃ ． 所 要 の 調 整 が な さ れ て い る こ と 。  

ｄ ． 監 視 測 定 の 結 果 を 無 効 と す る 操 作 か ら 保 護 さ れ て

い る こ と 。  

ｅ ．取 扱 い ，維 持 及 び 保 管 の 間 ，損 傷 及 び 劣 化 か ら 保 護

さ れ て い る こ と 。  
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( 4 )  組 織 は ，監 視 測 定 の た め の 設 備 に 係 る 要 求 事 項 へ の 不

適 合 が 判 明 し た 場 合 に お い て は ， 従 前 の 監 視 測 定 の 結 果

の 妥 当 性 を 評 価 し ， こ れ を 記 録 す る 。  

( 5 )  組 織 は ， ( 4 )の 場 合 に お い て ， 当 該 監 視 測 定 の た め の

設 備 及 び ( 4 )の 不 適 合 に よ り 影 響 を 受 け た 機 器 等 又 は 個

別 業 務 に つ い て ， 適 切 な 措 置 を 講 じ る 。  

( 6 )  組 織 は ，監 視 測 定 の た め の 設 備 の 校 正 及 び 検 証 の 結 果

の 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

( 7 )  組 織 は ，監 視 測 定 に お い て ソ フ ト ウ ェ ア を 使 用 す る こ

と と し た と き は ，そ の 初 回 の 使 用 に 当 た り ，あ ら か じ め ，

当 該 ソ フ ト ウ ェ ア が 意 図 し た と お り に 当 該 監 視 測 定 に 適

用 さ れ て い る こ と を 確 認 す る 。  

 

8 .  評 価 及 び 改 善  

8 . 1  監 視 測 定 ， 分 析 ， 評 価 及 び 改 善  

( 1 )  組 織 は ，監 視 測 定 ，分 析 ，評 価 及 び 改 善 に 係 る プ ロ セ

ス を 計 画 し ， 実 施 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， 要 員 が ( 1 )の 監 視 測 定 の 結 果 を 利 用 で き る よ

う に す る 。  

 

8 . 2  監 視 及 び 測 定  

8 . 2 . 1  組 織 の 外 部 の 者 の 意 見  

( 1 )  組 織 は ，監 視 測 定 の 一 環 と し て ，原 子 力 の 安 全 の 確 保

に 対 す る 組 織 の 外 部 の 者 の 意 見 を 把 握 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )の 意 見 の 把 握 及 び 当 該 意 見 の 反 映 に 係 る
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方 法 を 明 確 に 定 め る 。  

 

8 . 2 . 2  内 部 監 査  

( 1 )  組 織 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に つ い て ，次 に 掲

げ る 要 件 へ の 適 合 性 を 確 認 す る た め に ， 保 安 活 動 の 重 要

度 に 応 じ て ， あ ら か じ め 定 め ら れ た 間 隔 で ， 客 観 的 な 評

価 を 行 う 部 門 そ の 他 の 体 制 に よ り 内 部 監 査 を 実 施 す る 。  

ａ ． 品 質 管 理 に 関 す る 事 項 に 基 づ く 品 質 マ ネ ジ メ ン ト

シ ス テ ム に 係 る 要 求 事 項  

ｂ ． 実 効 性 の あ る 実 施 及 び 実 効 性 の 維 持  

( 2 )  組 織 は ，内 部 監 査 の 判 定 基 準 ，監 査 範 囲 ，頻 度 ，方 法

及 び 責 任 を 定 め る 。  

( 3 )  組 織 は ， 内 部 監 査 の 対 象 と な り 得 る 部 門 ， 個 別 業 務 ，

プ ロ セ ス そ の 他 の 領 域（ 以 下「 領 域 」と い う 。）の 状 態 及

び 重 要 性 並 び に 従 前 の 監 査 の 結 果 を 考 慮 し て 内 部 監 査 の

対 象 を 選 定 し ， か つ ， 内 部 監 査 の 実 施 に 関 す る 計 画 （ 以

下「 内 部 監 査 実 施 計 画 」と い う 。）を 策 定 し ，及 び 実 施 す

る こ と に よ り ， 内 部 監 査 の 実 効 性 を 維 持 す る 。  

( 4 )  組 織 は ，内 部 監 査 を 行 う 要 員（ 以 下「 内 部 監 査 員 」と

い う 。）の 選 定 及 び 内 部 監 査 の 実 施 に お い て は ，客 観 性 及

び 公 平 性 を 確 保 す る 。  

( 5 )  組 織 は ，内 部 監 査 員 又 は 管 理 者 に 自 ら の 個 別 業 務 又 は

管 理 下 に あ る 個 別 業 務 に 関 す る 内 部 監 査 を さ せ な い 。  

( 6 )  組 織 は ，内 部 監 査 実 施 計 画 の 策 定 及 び 実 施 並 び に 内 部

監 査 結 果 の 報 告 並 び に 記 録 の 作 成 及 び 管 理 に つ い て ， そ
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の 責 任 及 び 権 限 並 び に 内 部 監 査 に 係 る 要 求 事 項 を ， 手 順

書 等 に 定 め る 。  

( 7 )  組 織 は ，内 部 監 査 の 対 象 と し て 選 定 さ れ た 領 域 に 責 任

を 有 す る 管 理 者 に 内 部 監 査 結 果 を 通 知 す る 。  

( 8 )  組 織 は ， 不 適 合 が 発 見 さ れ た 場 合 に は ， ( 7 )の 通 知 を

受 け た 管 理 者 に ， 不 適 合 を 除 去 す る た め の 措 置 及 び 是 正

処 置 を 遅 滞 な く 講 じ さ せ る と と も に ， 当 該 措 置 の 検 証 を

行 わ せ ， そ の 結 果 を 報 告 さ せ る 。  

 

8 . 2 . 3  プ ロ セ ス の 監 視 測 定  

( 1 )  組 織 は ， プ ロ セ ス の 監 視 測 定 を 行 う 場 合 に お い て は ，

当 該 プ ロ セ ス の 監 視 測 定 に 見 合 う 方 法 に よ り こ れ を 行 う 。 

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )の 監 視 測 定 の 実 施 に 当 た り ， 保 安 活 動 の

重 要 度 に 応 じ て ， 保 安 活 動 指 標 を 用 い る 。  

( 3 )  組 織 は ， ( 1 )の 方 法 に よ り ，プ ロ セ ス が 5 . 4 . 2 ( 1 )及 び

7 . 1 ( 1 )の 計 画 に 定 め た 結 果 を 得 る こ と が で き る こ と を 実

証 す る 。  

( 4 )  組 織 は ， ( 1 )の 監 視 測 定 の 結 果 に 基 づ き ， 保 安 活 動 の

改 善 の た め に ， 必 要 な 措 置 を 講 じ る 。  

( 5 )  組 織 は ， 5 . 4 . 2 ( 1 )及 び 7 . 1 ( 1 )の 計 画 に 定 め た 結 果 を

得 る こ と が で き な い 場 合 又 は 当 該 結 果 を 得 る こ と が で き

な い お そ れ が あ る 場 合 に お い て は ， 個 別 業 務 等 要 求 事 項

へ の 適 合 性 を 確 保 す る た め に ， 当 該 プ ロ セ ス の 問 題 を 特

定 し ， 当 該 問 題 に 対 し て 適 切 な 措 置 を 講 じ る 。  
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8 . 2 . 4  機 器 等 の 検 査 等  

( 1 )  組 織 は ，機 器 等 に 係 る 要 求 事 項 へ の 適 合 性 を 検 証 す る

た め に ， 個 別 業 務 計 画 に し た が っ て ， 個 別 業 務 の 実 施 に

係 る プ ロ セ ス の 適 切 な 段 階 に お い て ， 使 用 前 事 業 者 検 査

等 又 は 自 主 検 査 等 を 実 施 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，使 用 前 事 業 者 検 査 等 又 は 自 主 検 査 等 の 結 果 に

係 る 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

( 3 )  組 織 は ，プ ロ セ ス の 次 の 段 階 に 進 む こ と の 承 認 を 行 っ

た 要 員 を 特 定 す る こ と が で き る 記 録 を 作 成 し ， こ れ を 管

理 す る 。  

( 4 )  組 織 は ，個 別 業 務 計 画 に 基 づ く 使 用 前 事 業 者 検 査 等 又

は 自 主 検 査 等 を 支 障 な く 完 了 す る ま で は ， プ ロ セ ス の 次

の 段 階 に 進 む こ と の 承 認 を し な い 。 た だ し ， 当 該 承 認 の

権 限 を 持 つ 要 員 が ， 個 別 業 務 計 画 に 定 め る 手 順 に よ り 特

に 承 認 を す る 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  

( 5 )  組 織 は ，保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て ，使 用 前 事 業 者 検

査 等 の 独 立 性 （ 使 用 前 事 業 者 検 査 等 を 実 施 す る 要 員 を そ

の 対 象 と な る 機 器 等 を 所 管 す る 部 門 に 属 す る 要 員 と 部 門

を 異 に す る 要 員 と す る こ と そ の 他 の 方 法 に よ り ， 使 用 前

事 業 者 検 査 等 の 中 立 性 及 び 信 頼 性 が 損 な わ れ な い こ と を

い う 。） を 確 保 す る 。  

( 6 )  組 織 は ，保 安 活 動 の 重 要 度 に 応 じ て ，自 主 検 査 等 の 独

立 性 （ 自 主 検 査 等 を 実 施 す る 要 員 を そ の 対 象 と な る 機 器

等 を 所 管 す る 部 門 に 属 す る 要 員 と 必 要 に 応 じ て 部 門 を 異

に す る 要 員 と す る こ と そ の 他 の 方 法 に よ り ， 自 主 検 査 等
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の 中 立 性 及 び 信 頼 性 が 損 な わ れ な い こ と を い う 。）を 確 保

す る 。  

 

8 . 3  不 適 合 の 管 理  

( 1 )  組 織 は ，個 別 業 務 等 要 求 事 項 に 適 合 し な い 機 器 等 が 使

用 さ れ ， 又 は 個 別 業 務 が 実 施 さ れ る こ と が な い よ う ， 当

該 機 器 等 又 は 個 別 業 務 を 特 定 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ，不 適 合 の 処 理 に 係 る 管 理 並 び に そ れ に 関 連 す

る 責 任 及 び 権 限 を 手 順 書 等 に 定 め る 。  

( 3 )  組 織 は ，次 に 掲 げ る 方 法 の い ず れ か に よ り ，不 適 合 を

処 理 す る 。  

ａ ．発 見 さ れ た 不 適 合 を 除 去 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ

と 。  

ｂ ．不 適 合 に つ い て ，あ ら か じ め 定 め ら れ た 手 順 に よ り

原 子 力 の 安 全 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 評 価 し ，機 器 等 の

使 用 又 は 個 別 業 務 の 実 施 に つ い て の 承 認 を 行 う こ と

（ 以 下 「 特 別 採 用 」 と い う 。）。  

ｃ ．機 器 等 の 使 用 又 は 個 別 業 務 の 実 施 が で き な い よ う に

す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と 。  

ｄ ．機 器 等 の 使 用 又 は 個 別 業 務 の 実 施 後 に 発 見 し た 不 適

合 に つ い て は ，そ の 不 適 合 に よ る 影 響 又 は 起 こ り 得 る

影 響 に 応 じ て 適 切 な 措 置 を 講 ず る こ と 。  

( 4 )  組 織 は ，不 適 合 の 内 容 の 記 録 及 び 当 該 不 適 合 に 対 し て

講 じ た 措 置（ 特 別 採 用 を 含 む 。）に 係 る 記 録 を 作 成 し ，こ

れ を 管 理 す る 。  
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( 5 )  組 織 は ， ( 3 ) a .の 措 置 を 講 じ た 場 合 に お い て は ， 個 別

業 務 等 要 求 事 項 へ の 適 合 性 を 実 証 す る た め の 検 証 を 行 う 。 

 

8 . 4  デ ー タ の 分 析 及 び 評 価  

( 1 )  組 織 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム が 実 効 性 の あ る も

の で あ る こ と を 実 証 す る た め ， 及 び 当 該 品 質 マ ネ ジ メ ン

ト シ ス テ ム の 実 効 性 の 改 善 の 必 要 性 を 評 価 す る た め に ，

適 切 な デ ー タ (監 視 測 定 の 結 果 か ら 得 ら れ た デ ー タ 及 び

そ れ 以 外 の 関 連 情 報 源 か ら の デ ー タ を 含 む 。)を 明 確 に し ，

収 集 し ， 及 び 分 析 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )の デ ー タ の 分 析 及 び こ れ に 基 づ く 評 価 を

行 い ， 次 に 掲 げ る 事 項 に 係 る 情 報 を 得 る 。  

ａ ． 組 織 の 外 部 の 者 か ら の 意 見 の 傾 向 及 び 特 徴 そ の 他

分 析 に よ り 得 ら れ る 知 見  

ｂ ． 個 別 業 務 等 要 求 事 項 へ の 適 合 性  

ｃ ． 機 器 等 及 び プ ロ セ ス の 特 性 及 び 傾 向 （ 是 正 処 置 を

行 う 端 緒 と な る も の を 含 む 。）  

ｄ ． 調 達 物 品 等 の 供 給 者 の 供 給 能 力  

 

8 . 5  改 善  

8 . 5 . 1  継 続 的 な 改 善  

組 織 は ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 継 続 的 な 改 善 を 行

う た め に ，品 質 方 針 及 び 品 質 目 標 の 設 定 ，マ ネ ジ メ ン ト レ

ビ ュ ー 及 び 内 部 監 査 の 結 果 の 活 用 ，デ ー タ の 分 析 並 び に 是

正 処 置 及 び 未 然 防 止 処 置 の 評 価 を 通 じ て 改 善 が 必 要 な 事
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項 を 明 確 に す る と と も に ，当 該 改 善 の 実 施 そ の 他 の 措 置 を

講 じ る 。  

 

8 . 5 . 2  是 正 処 置 等  

( 1 )  組 織 は ，個 々 の 不 適 合 そ の 他 の 事 象 が 原 子 力 の 安 全 に

及 ぼ す 影 響 に 応 じ て ， 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り ， 速 や か

に 適 切 な 是 正 処 置 を 講 じ る 。  

ａ ．是 正 処 置 を 講 ず る 必 要 性 に つ い て 次 に 掲 げ る 手 順 に

よ り 評 価 を 行 う 。  

( a )  不 適 合 そ の 他 の 事 象 の 分 析 及 び 当 該 不 適 合 の 原

因 の 明 確 化  

( b )  類 似 の 不 適 合 そ の 他 の 事 象 の 有 無 又 は 当 該 類 似

の 不 適 合 そ の 他 の 事 象 が 発 生 す る 可 能 性 の 明 確 化  

ｂ ． 必 要 な 是 正 処 置 を 明 確 に し ， 実 施 す る 。  

ｃ ． 講 じ た す べ て の 是 正 処 置 の 実 効 性 の 評 価 を 行 う 。  

ｄ ．必 要 に 応 じ ，計 画 に お い て 決 定 し た 保 安 活 動 の 改 善

の た め に 講 じ た 措 置 を 変 更 す る 。  

ｅ ．必 要 に 応 じ ，品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 変 更 す る 。 

ｆ ．原 子 力 の 安 全 に 及 ぼ す 影 響 の 程 度 が 大 き い 不 適 合 に

関 し て ，根 本 的 な 原 因 を 究 明 す る た め に 行 う 分 析 の 手

順 を 確 立 し ， 実 施 す る 。  

ｇ ．講 じ た す べ て の 是 正 処 置 及 び そ の 結 果 の 記 録 を 作 成

し ， こ れ を 管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )に 掲 げ る 事 項 に つ い て ， 手 順 書 等 に 定 め

る 。  
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( 3 )  組 織 は ，手 順 書 等 に 基 づ き ，複 数 の 不 適 合 そ の 他 の 事

象 に 係 る 情 報 か ら 類 似 す る 事 象 に 係 る 情 報 を 抽 出 し ， そ

の 分 析 を 行 い ， 当 該 類 似 の 事 象 に 共 通 す る 原 因 を 明 確 に

し た 上 で ， 適 切 な 措 置 を 講 じ る 。  

 

8 . 5 . 3  未 然 防 止 処 置  

( 1 )  組 織 は ，原 子 力 施 設 そ の 他 の 施 設 の 運 転 経 験 等 の 知 見

を 収 集 し ， 自 ら の 組 織 で 起 こ り 得 る 不 適 合 の 重 要 性 に 応

じ て ， 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り ， 適 切 な 未 然 防 止 処 置 を

講 じ る 。  

ａ ． 起 こ り 得 る 不 適 合 及 び そ の 原 因 に つ い て 調 査 す る 。 

ｂ ． 未 然 防 止 処 置 を 講 ず る 必 要 性 に つ い て 評 価 す る 。  

ｃ ． 必 要 な 未 然 防 止 処 置 を 明 確 に し ， 実 施 す る 。  

ｄ ．講 じ た す べ て の 未 然 防 止 処 置 の 実 効 性 の 評 価 を 行 う 。 

ｅ ．講 じ た す べ て の 未 然 防 止 処 置 及 び そ の 結 果 の 記 録 を

作 成 し ， こ れ を 管 理 す る 。  

( 2 )  組 織 は ， ( 1 )に 掲 げ る 事 項 に つ い て ， 手 順 書 等 に 定 め

る 。  


